
こ
ん
に
ち
は
、
髙
島
ま
こ
と

で
す
。
十
三
号
発
行
さ
せ
て
頂

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
予
て

か
ら
皆
様
に
お
約
束
の
ひ
と
つ

と
し
て
、
市
議
会
議
員
定
数
削

減
案
で
す
が
、
遂
に
十
一
月
九

日
臨
時
議
会
に
て
正
式
に
決
定

致
し
ま
し
た
。

今
回
、
決
定
し
ま
し
た
内
容

は
、
現
在
二
十
二
議
席
を
四
議

席
削
減
し
、
十
八
議
席
と
な
り

ま
す
。
自
ら
身
を
削
り
定
数
削

減
す
る
こ
と
で
、
人
件
費
を
削

減
し
、
市
民
の
皆
様
に
御
理
解

頂
け
る
と
思
い
、
今
日
ま
で
議

論
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

下
記
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

地
域
性
が
有
り
ま
す
の
で
、
一

概
に
は
云
え
ま
せ
ん
が
、
四
市

の
中
で
も
亀
山
市
が
、
人
口
の

割
に
議
員
数
が
、
多
い
事
が
云

え
ま
す
。

四
議
席
削
減
し
一
八

議
席
に
な
り
ま
す
と
、

議
員
一
人
当
た
り
の
人

口
は
、
二
七
六
一
．
六

六
人
、
市
民
一
万
人
当

た
り
の
議
員
数
は
、
三
．

六
二
人
と
な
り
ま
す
。

従
い
ま
し
て
、
議
席

削
減
の
効
果
と
し
て
、

議
員
報
酬
が
、
議
員
一

人
当
た
り
、
月
額
三
九

万
円
、
年
間
四
六
八
万

円
、
期
末
手
当
（
ボ
ー

ナ
ス
）
、
六
月
期
一
．

七
ヶ
月
、
六
六
．
三
万

円
。
一
二
月
期

一
．

八
五
ヶ
月
、
七
二
．
一

五
万
円
、
年
間
一
三
八
．

四
五
万
円
。

そ
の
他
、
政
務
調
査

費
と
し
て
月
額
二
万
円
、

年
間
二
四
万
円
支
給
さ

れ
ま
す
。
年
間
、
一
議

員
当
た
り
合
計
六
三
〇
．

四
五
万
円
。
四
議
員

二
五
二
一
．
八
万
円
。

任
期
四
年
で
す
の
で
、

約
一
億
円
の
削
減
と
な

り
ま
す
。

二
十
二
議
席
か
ら
十

八
議
席
に
変
更
に
な
る
こ
と
は
、

そ
の
分
次
回
の
選
挙
は
、
一
層

厳
し
い
選
挙
戦
と
な
り
ま
す
。

前
回
、
初
め
て
の
選
挙
は
、

皆
様
の
暖
か
い
期
待
票
で
、
当

選
さ
せ
て
ま
し
た
が
、
二
期
目

か
ら
は
、
そ
う
は
い
き
ま
せ
ん
。

一
期
四
年
間
の
実
績
を
有
権
者

の
皆
様
に
評
価
し
て
頂
き
投
票

し
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

私
、
髙
島
ま
こ
と
は
、
残
さ

れ
た
任
期
期
間
、
皆
様
の
声
に

耳
を
傾
け
、
よ
り
良
い
亀
山
市

に
変
革
し
て
い
く
所
存
で
御
座

い
ま
す
。
今
後
と
も
御
指
導
、

御
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

同
日
、
来
期
の
委
員
会
が
決

定
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

私
は
、
教
育
民
生
委
員
に
所

属
し
、
副
委
員
長
の
職
を
拝
命

致
し
ま
し
た
。
森

美
和
子
氏

が
、
委
員
長
と
し
て
就
任
さ
れ

市
議
会
に
於
い
て
は
、
櫻
井
清

蔵
氏
が
、
議
長
に
就
任
さ
れ
ま

し
た
。
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先
日
、
九

月

三

十

日

（

日
）
台
風

十

七
号
に
依

る

被
害
は
、

こ

こ
亀
山
市

で

も
非
常
に

大

き
な
被
害

を

も
た
ら
し

ま
し
た
。

皆
様
の
周

り

の
被
害
状

況
は
如
何
だ
っ

た

で
し
ょ
う

か
。今

回
の
台

風

に
よ
る
災

害

復
興
費
の

補

正
予
算
及

び

被
害
状
況

の

報
告
が
有

り

ま
し
た
の

で

お
知
ら
せ

し
ま
す
。

一
般
会
計

補

正
額
四
億

四

百
四
十
万

円

計
上
さ
れ

ま
し
た
。

歳
出
内
訳

は

、
補
助
災

害
復
興
費
一
億
四
千
九
百
四
十

万
円
と
、
単
独
災
害
復
興
事
業

二
億
二
千
五
百
五
十
万
円
で
す
。

一
例
と
し
て
、
辺
法
寺
農
営

集
会
所
の
り
面

復
興
工
事
な

ど
が
、
計
上
致
し
ま
し
た
。

警
報
発
表
等
の
状
況

平
成
二
十
四
年
九
月
三
十
日

十
一
時
三
十
三
分
、
暴
風
警
報

発
表
。

同
、
十
六
時
三
十
九
分
、
大
雨
・

洪
水
警
報
発
表
。

同
、
十
七
時
十
五
分
、
土
砂
災

警
戒
情
報
発
表
。

被
害
状
況

人
的
被
害
・
・
・
な
し

住
家
被
害

床
上
浸
水
・
・
・
九
棟

床
下
浸
水
・
・
・
六
棟

非
住
家
被
害

床
上
浸
水
・
・
・
一
棟

道
路
・
河
川
被
害

道
路
・
中
庄
高
野
尾
線
・
・
・

市
内
六
十
箇
所
以
上

河
川
・
鈴
鹿
川
・
・
右
岸
堤
防

決
壊
一
箇
所

中
ノ
川
・
・
護
岸
崩
壊
二
箇
所

加
太
川
・
・
護
岸
崩
壊
三
箇
所

農
林
業
用
施
設
等
被
害

林
道
施
設
・
・
三
十
四
箇
所

治
山
施
設
・
・
一
箇
所

農
地
・
農
業
用
施
設
・
・
九
十

箇
所

避
難
の
状
況

十
六
時
四
十
分

避
難
準
備
情

報
発
令
・
・
椋
川
流
域
（
七
百

七
十
世
帯

二
千
八
十
人
）

南
鹿
島
（
百
九
十
八
世
帯

五

百
二
十
二
人
）
同
五
十
五
分
避

難
勧
告
発
令
・
・
椋
川
流
域

十
九
時
五
十
分
避
難
指
示
発
令

同
地
区

合
計
七
十
五
人
避
難
実
施

災
害
対
策
本
部
の
体
制
と
活

動
状
況

体
制

市
職
員
三
百
五
十
二

人
（
う
ち
消
防
職
員
七
十
人
）

消
防
団
員

百
四
十
人

三
重
県
民
セ
ン
タ
ー
職
員
一
人

十
一
時
三
十
三
分

亀
山
市
災

害
対
策
本
部
設
置
（
第
二
次
警

戒
体
制
）

十
六
時
三
十
分

同
（
非
常
体

制
）

二
十
一
時

同
（
第
一
次
警
戒

体
制
）

主
な
被
害
状
況
及
び
活
動

椿
世
町
・
・
独
り
暮
ら
し
高
齢

者
宅
が
床
下
浸
水
し
、
避
難
で

き
な
い
（
救
助
要
請
）
亀
山
消

防
署
出
動

田
村
町
・
・
用
水
路
が
氾
濫
し
、

ア
パ
ー
ト
の
駐
車
場
の
半
分
が

冠
水

川
崎
町
・
・
県
道
辺
法
寺
加
佐

登
停
車
場
線
（
暁
山
会
前
）
冠

水東
御
幸
町
・
・
旧
国
道
一
号
、

ア
オ
イ
書
店
前
冠
水

安
知
本
町
・
・
県
道
鈴
鹿
芸
濃

線
Ｊ
Ａ
鈴
鹿
南
部
募
集
集
荷
施

設
付
近

乗
用
車
転
落
・
・
消

防
団
に
よ
り
一
名
救
出
（
負
傷

な
し
）

関
町
木
崎
・
・
岩
田
石
油
店
南

側
県
道
冠
水
、
車
両
一
台
水
没

菅
内
町
・
・
国
道
三
百
六
号
線

冠
水
、
車
両
二
台
水
没

浸
水
家
屋
に
対
す
る
惜
置
状
況

被
災
家
屋
の
ト
イ
レ
汲
取
り

床
上
床
下
浸
水
家
屋
の
消
毒

床
下
の
停
留
水
の
汲
取
り

市
、
社
協
に
よ
る
家
財
等
の

搬
出
と
回
収

床
上
浸
水
世
帯
に
対
す
る
見

舞
金
の
支
給

こ
の
様
に
亀
山
市
内
各
所
で

大
き
な
被
害
が
有
り
ま
し
た
。

幸
い
に
し
て
人
的
被
害
が
無
か
っ

た
事
は
、
不
幸
中
の
幸
い
だ
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
、
お
隣
の

鈴
鹿
市
和
泉
町
市
道
で
奥
様
の

運
転
す
る
車
が
冠
水
し
、
助
け

に
行
か
れ
た
旦
那
様
が
流
さ
れ

水
死
さ
れ
る
と
云
っ
た
痛
ま
し

い
事
故
も
発
生
し
ま
し
た
。

水
害
に
備
え
普
段
か
ら
側
溝

や
、
排
水
溝
の
点
検
、
掃
除
を

し
、
水
捌
け
を
良
く
し
て
置
く

こ
と
も
肝
心
で
す
。
又
、
冠
水

し
や
す
い
場
所
に
は
、
近
づ
か

な
い
、
不
必
要
な
外
出
は
避
け

る
と
云
っ
た
心
構
え
も
必
要
か

と
思
い
ま
す
。

や
は
り
、
台
風
も
地
震
対
策

と
同
じ
で
、
非
常
食
や
、
非
常

備
品
の
備
え
又
、
災
害
の
情
報

収
集
も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
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